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島根県立
出雲養護学校
（本校　邇摩分教室　雲南分教室）

●設置学科　学級数

●高等部生徒数  168名

普 通 科【本　　　校】

【邇摩分教室】

　
単一障がい　3学級

重複障がい　9学級

肢体不自由　1学級

普 通 科 単一障がい　1学級

＊学校の特色＊

【雲南分教室】普 通 科 単一障がい　1学級

クリーンサービス班　校外作業の様子

向かっていく 広がっていく 高まっていく

《 本 校 》
電 話 番 号
Ｅ メ ー ル
HPアドレス
《邇摩分教室》
電 話 番 号
Ｅ メ ー ル
《雲南分教室》
電 話 番 号

〒699-0822　出雲市神西沖町2485
（0853）43-2260　FAX番号（0853）43-1246
izumo-yogo@edu.pref.shimane.jp
http://www.shimanet.ed.jp/izumoyougo/
〒699-2301　大田市仁摩町仁万907
（0854）88-9060　FAX番号（0854）88-9061
nima-bun@edu.pref.shimane.jp
〒690-2404　雲南市三刀屋町三刀屋1212-32
（0854）45-0388　FAX番号（0854）45-5655

 （H28.5.1現在）

※平成29年度の設置学科・学級数は、12月に発表。

（平成28年度第１学年の学級数）

＊1～3年の縦割りの学習もあり、学部全体が
アットホームな雰囲気です。
＊寄宿舎があります。（定員：男女とも24 名）

①自ら学び考える力をもとに、主体的に実
　践できる力の育成
②集団の中で、より良い人とのつながりを持
　てる力の育成
③自分や周囲の人たちを大切に思い、共に
　支え合う生きる力の育成

高等部の学習
将来の自立や就労に向けた学習に取り組
んでいます。　　　　（以下、本校の例）
○各教科等を合わせた学習
　作業学習（週当たり9～ 11 時間）
作業班…総合作業、製菓、木工、リサイクル、
窯業、クリーンサービス、食堂サービス、農
業・加工
　生活単元学習（週当たり3～ 6時間）
生活に結びつく内容の合科的な学習
○教科別の学習（週当たり各1～3時間）
　国語、数学、社会、音楽、美術、家庭、保
　健体育　など
○総合的な学習の時間（週当たり3～4
　時間）
　「働くこと」につながる内容の学習
○自立活動（週当たり1時間）
障がいや特性などからくる課題を克服す
るための学習
○その他
　現場実習…生徒の実態に応じ、福祉施
　設や一般企業等において職業体験を行
　う学習（年 2回程度、1～ 2週間ずつ実
　施）

邇摩分教室

雲南分教室

学力の育成 社会力の育成

学校重点目標

人間力の育成

 男子　85名  女子　58名

 男子　5名  女子　7名

 男子　5名

(本校)

(邇摩)

(雲南)  女子　8名

島根県立
石見養護学校

●設置学科　学級数 ●特色ある学習

●高等部生徒数　26名

単一学級　3学級

重複学級　3学級

＊学校の特色＊

地域での草刈り作業の様子

〒696-0102　邑智郡邑南町中野2384-18

（0855）95-0319

（0855）95-0291

iwami-yogo＠edu.pref.shimane.jp

http://www.shimanet.ed.jp/iwamiyougo/

 （H28.5.1現在）

普 通 科

所 在 地

電 話 番 号

F A X 番 号

Ｅ メ ー ル

HPアドレス

※平成29年度の設置学科・学級数は、12月に発表。

（平成28年度第１学年の学級数）

○本校の目指す児童生徒像として

「明るく　元気で　たくましく生きる人」
を掲げ、体験的な学習や実習等を通じて地
域の人や仲間とのふれあいの中で学び合
います。
○中国山地の山間部に位置する少人数の
学校（小学部７名、中学部 10 名、高等部
26 名　H28.5.1 現在）で、小学部から高等
部まで児童生徒同士の活動の姿がよく見
える学校です。
○本校は、「福祉の町」邑南町の『四ツ葉の
里』という福祉ゾーンの中にあり、近隣の障
がい者施設（緑風園・くるみ邑美園・愛
香園）と連携し、現場実習や行事等を行っ
ています。
○特別教室棟では、作業学習で使用する作
業室や、宿泊学習やグループホームでの生
活が体験できる宿泊訓練室等、充実した
学習環境が整っています。

①作業学習：週１２時間設定しています。将来、
社会で働くために必要な力を付ける学習を
行っています。【園芸・製菓･木工･窯業の４班】
②進路学習：職業や社会生活についての自己
選択、自己決定を拡充し、主体的な社会参加
に向け学習しています。（自分を知る、将来につ
いて、様 な々制度について学ぶ、余暇活動等）
　また、障がい者技能競技大会（アビリンピッ
ク）等にも参加し、各種技能の向上にも取り組
んでいます。
③現場実習：年間２回　３週間（１年生は１～２
週間ずつ）町内や出身地域の企業･福祉施設
等での体験実習を行います。
④地域とつながった学習活動
地域の社会資源を活用した授業を積極的に
行っています。町内の道の駅やショッピングセン
ターで作業製品の販売や、地域に出かけての
ボランティア活動に取り組んでいます。また、町
内の金融機関、公民館、健康センター等で作
品展を開催し、理解啓発も行っています。
⑤部活動等：陸上･卓球の２つの部活動があり
ます。

 男子　17名  女子　9名


